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 去 る 5 月 3 1 日 、 三 重 県 の 中 学 生 6 名 が 「 職 場 見 学 」 で R F J 事 務

所 に 来 て く れ ま し た 。 代 表 の 南 が ス ラ イ ド を 交 え な が ら ア マ ゾ ン の 様

子 や 現 状 を 語 り 、 中 学 生 た ち も 真 剣 な 表 情 で 聴 き 入 っ て い ま し た 。

丁 寧 な お 礼 と 感 想 の お 手 紙 が 届 い た の で 、 一 部 を ご 紹 介 し ま す 。  

   特定非営利活動法人 

熱 帯 森 林 保 護 団 体 
Rainforest Foundation Japan 

〒154-0012 東京都世田谷区駒沢1-8-20 

TEL : 03-5481-1912 FAX : 03-5481-1913 

xingu@rainforestjp.com  www.rainforestjp.com 

 
HOW TO HELP 

＜年会費＞大人：￥5,000 18歳未満：￥3,000 

・郵便振替 00140-3-144187 熱帯森林保護団体 

・三井住友銀行 東京中央支店  

 (普)7066247 熱帯森林保護団体 

 * 銀行からお振込の方は、 

 お名前とご連絡先を別途必ず当団体までお知らせください。 

 1 9 8 9年5月アメリカ人の友人が「明日スティングがアマゾンの長老を連れて、アマゾンの

森を守るワールドツアーで来日するので手伝ってほしい」と連絡があり、気楽に引き受け

た。まさかこの一本の電話が3 0年間に及ぶアマゾン支援活動に繋がるとは当時、想像すらし

なかった。1 9 9 2年のエコサミットで初めてブラジルを訪れ、支援対象地域のシングーを 

訪問。訪れた1 0部族のインディオ集落の人々は全裸で、まるで石器時代にでも来たかのよう

な錯覚を覚えている。シングー川でワニが昼寝をし、ヒョウが川岸で水を飲んでいたり、夕

暮れ時に吸血コウモリの大軍が枯葉が舞うように移動。コロッケくらいの大きさのゴキブリ

が空を埋め尽くす勢いで飛んでいた。獣道を巾30 c mくらいで横断するアリの大群を目にした

時は身震いし、夕日が森に音をたてて沈む光景に足がすくみ泪した。まるで御伽の国にでも

迷い込んでしまったかのような感覚は今でも目の奥に焼き付いている。文明社会で生まれ

育った私にとって、全てが初めての経験であったが違和感はなかった。自然の摂理に従い時

を刻んでいるこの空間は、足ることを知る正しい人間の営みであり、全ての生き物がそれぞ

れを尊重し生きている心地よさがここにはあった。このような楽園が未来永劫続くのであれ

ば、20 0 0 0 k mも離れた日本からわざわざ行くこともなかったが、この周辺では足音もせずに

ヒタヒタと開発の波が押し寄せる気配を感じた。まずこの外部との境界線で金採掘が始まり

労働力としてインディオの若者が騙され連れて行かれ、エイズという高い代償を払い村に戻

るという深刻な問題が起こった。同時期に世界のB S E問題で飼料に肉骨粉を使用しないブラ

ジルの牛が注目され一気に牧場造成のためにジャングル破壊が始まった。インディオは独自

の文化を継承し、文字も持たずブラジルの公用語であるポルトガル語も理解出来ない。外部

の情報も知らずにいることは存続の危機でもあると判断し、19 9 4年カヤポ族の6集落に寺子

屋風の学校建設をし、インディオを理解するブラジル人女性教師を村へ送り次世代を対象と

したポルトガル語習得の授業を開始した。また不法侵入者による高額で売れるマホガニーの

乱伐を回避する目的で、数え切れないほどのマホガニーの苗木も植え、同時期カヤポ族の人

口増加が始まった矢先に、結核が蔓延しその医療支援も行なった。各集落との連絡手段であ

る無線機の設置も重要であり、水路移動手段のエンジン、ボート、燃料購入等も支援した。

ささやかではあったが、その時々の状況を判断し緊急に対応する支援を実施してきたが、何

しろ初めてのことが多く、成果を期待できない結果に終わり落胆したことも多々あった。こ

こ数年は地球規模での気象変動によりアマゾンの乾燥化が急激に進み火災発生が起こり、森

を火から守る目的で、インディオ若者を中心とした「消防団」支援と近い将来、貨幣導入を

余儀無くされる時の経済的自立を目的とした「養蜂」事業の支援事業を実施している。これ

らの支援事業は19 8 9年に初来日した際、カヤポ族長老ラオーニの影に徹し、インディオの未

来を見極めている賢明なカヤポ族リーダー、メガロンとの30年に及ぶ信頼関係の上に実現し

てきた。当団体30周年にあたり、2 0 2 0年6月メガロンを日本に招待し、イベントを開催する

ことを考えている。 

 長きに渡り支援事業を継続出来たことは、設立当初より会員として助けて下さっている

方々、個人で多額に応援して頂いている方、当団体のスタッフ面々、理事の方々。ここ数年

現地へ同行して下さるフリージャーナリストのさとみさん、30年来アマゾングッズ等の協力

関係にあるM Wのメンバー。本当に本当にありがとうございます！そして数え切れない方々の

愛と勇気を糧にアマゾンとの架け橋が未来への光となることを信じ、8月に34回目のアマゾ

ンへ出発します。                           （南 研子） 

 * ご住所等ご変更ございましたらご連絡いただけますと幸いです。 

 一番印象にのこったの

は、毒をのむということで

す。今まで大豆がアマゾン

の木を切りたおして、できて

いると、思いませんでした。  

           （ M くん ）  

 森林が少 しで も な く な ら

ないように、ささやかなこと

で もいいから、これから努

力 し て い こ う と 思 い ます。  

           （ H くん ）  

 中でも学んだのは、 

アマゾンの森林がどんどん

減っていき、その原因は 

僕たちにもあるということです。 

         （Sくん） 

 これまで何も考えずに缶

ジュースを飲んだり、原産国

を気にせずに食材を買って

いたりしたので、これからは

原産国を気にして食材を買

うようにしよ うと思いました。   

           （ S さん ）  

 お金や機械もない中、  

自分たちの中で食料をとっ

たりしていてすごいと思いま

した。        （ T さん ）  

 アマゾンの森の保護はと

ても大変だけど、地球や私

たちの生活には必要なこと

だとわかりました。（ Nさん ）  

 RFJ事務局に中学生来訪           

アマゾンの写真を

続々UP中です！ 

RFJは30周年になりました。 

これを機に、初めてアマゾンを知る人にもわ

かりやすく、ご支援くださった方々も楽しめ

るよう、写真を沢山追加し最新の情報を加え

て心機一転リニューアルしました。 

Instagram  

はじめました！ 

＠rainforestjp 

アマゾン最新情報を 

FBでcheck！ 

NPO法人 熱帯森林保護団体 

ホットな情報を報告しています！ 

facebookをやってない方も 

ご覧いただけます 

ホームページ 

リニューアル！ 

h t t p s : / w w w . r a i n f o r e s t j p . c o m /  

2007年に開催した「アマゾンの侍たち」展では、 

沢山のアマゾンの工芸品や写真を展示しました。 

この中から工芸品、羽飾り、絵等いくつか展示させていただき

ます。夏休み期間中など様々な催し物もあります。 

ぜひご覧になってください！ 

岡本太郎美術館20周年記念展に参加します 品川「VILLAGE TENNOZ」でのイベントに参加します 

 

 

R F J か ら お 知 ら せ 

月に一度週末に行われる 

"子どもも大人もみんな遊ぼう！”として、 

様々なワークショップや飲食店が集う２日間のイベントです。 

RFJは、アマゾンの写真展と 

南研子のお話会として参加いたします。 

イプレリコーヒーやT-シャツ等の物販もあり、 

RFJ初KidsT-シャツも販売します！ 

親子お揃いでお楽しみください！ ※数量限定 

 日時：7月27日(土)11:00～20:00 

       28日(日)11:00～17:00   

 ※南のお話会時間は、両日とも14:00～ 

 料金：入場無料 

 場所：VILLAGE TENNNOZ「TMMT」  

     東京都品川区東品川2-1-11   

(天王洲アイル駅より徒歩５分) 

 URL：http://village-tennoz.com/ 

ｷｯｽﾞ 

Ｔシャツ 

お楽しみに 

▼イベントの詳細は、RFJホームページ、SNS、各ホームページでご確認ください ▼ 

岡本太郎美術館20周年記念展 

「これまでの企画展みんな見せます！ 

〜前期／岡本太郎・縄文から現代へ〜」 

 前期期間：7月13日(土)～10月14日(月・祝) 

 開館時間：9:30～17:00(入館は16:30まで) 

 料金：一般1,000円、高・大学生・65歳以上800円、 

     中学生以下は無料  

 場所：川崎市岡本太郎美術館  

     神奈川県川崎市多摩区枡形7-1-5 

 URL：http://www.taromuseum.jp/ 
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２０１８年会計報告 

                    2018年1月1日～2018年12月31日 

  ＜収入の部＞ 

２０１７年繰越金 ・・・・・・・・・・・・・・  ￥16,887,068 

年会費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥ 1,420,000 

寄付金（企業・個人） ・ ・・・・・・・・・・・・￥ 9,983,835 

物販費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥  234,100 

助成金・・････・・・・・・・・・・・・・・・・・￥ 4,321,238 

（内田エネルギー科学振興財団／セディナ地球にやさしいカード／ 

三井物産環境基金／トヨタ環境活動助成プログラム） 

利息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥       76 

            計              ￥32,846,317 

  ＜支出の部＞ 

現地支援金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥10,899,555 

他団体賛同・支援金・・・・・・・・・・・・・・・￥    70,000 

役務費（アルバイト代含む）・・・・・・・・・・・￥ 4,535,000 

家賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥ 2,960,000 

通信費（国内／国際電話、FAX、切手、送料 ）・・・￥   346,622 

コピー機、FAX レンタル料 ・・・・・・・・・・・ ￥   240,566 

消耗品、事務用品・・・・・・・・・・・・・・・・￥    29,961 

資料作成費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥   218,259 

外注費（販売用書籍、販売物等製作費）・・・・・・￥    64,260 

外部委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥   620,000 

交通費、宿泊費・・・・・・・・・・・・・・・・・￥   249,820 

会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥   214,982 

備品費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ￥   116,953 

雑費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥    31,000 

銀行／振込／両替手数料・・・・・・・・・・・・・￥      216 

次期繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・￥12,249,123 

           （内、2019年トヨタ助成金の前受金含む）               

           計            ￥ 32,846,317 

 

 研 子 さ ん と は 1 5 年 以 上 前 、 私 が そ の 頃 勤 め て い た 「 ほ ん の 木 」 で 『 ア マ ゾ

ン 、 イ ン デ ィ オ か ら の 伝 言 』 の 著 者 と し て 出 逢 い ま し た 。 そ れ が い つ の 間 に

か 、 個 人 的 な 相 談 を す る よ う に な り 、 お 手 伝 い も さ せ て 頂 く よ う に な り 、 今 で

は 第 二 の お 母 さ ん ？ の よ う な 存 在 で す 。  

R F J が 今 年 で 3 0 年 を 迎 え る と の こ と 。 数 多 く の 海 外 N G O が 撤 退 す る 中 、  

決 し て 大 き く な い 組 織 で 、 現 地 と の 繋 が り を 大 切 に 地 道 に 活 動 を 継 続 し て こ

ら れ た こ と に 心 か ら 拍 手 の 気 持 ち で す 。  

ア マ ゾ ン は 「 地 球 の 肺 」 と 言 わ れ る よ う に 、 ア マ ゾ ン の 森 や イ ン デ ィ オ た ち の

存 在 は 、 健 康 な 地 球 の バ ロ メ ー タ ー の よ う に 感 じ て い ま す 。 “文 明 社 会 ”の 環

境 破 壊 や 汚 染 は 限 界 と も い え る と こ ろ ま で 進 み 、 親 殺 し 子 殺 し な ど 人 の 心 ま

で が バ ラ ン ス を 失 う 一 方 、 地 球 の 裏 側 に は ア マ ゾ ン の 森 が あ り 野 生 の 動 物 た

ち が 生 息 し 、 伝 統 的 な 文 化 と 誇 り を 持 ち 森 で 暮 ら し て い る 人 々 が い る ————

そ れ は 地 球 の 最 後 の 正 気 、 健 全 さ の 証 の よ う に も 思 え ま す 。 で も そ の ア マ ゾ

ン が 、 新 し い ブ ラ ジ ル 大 統 領 の 経 済 最 優 先 の 開 発 政 策 の も と 、 こ れ ま で に な

い 危 機 に 晒 さ れ 、 今 後 の 行 方 が ま す ま す 案 ぜ ら れ ま す 。  

 そ の よ う な 中 で の R F J 3 0 周 年 、 テ ー マ は 「 私 た ち は ど こ へ 行 く の ？ 」 。    

こ の ま ま 「 便 利 」 「 効 率 」 「 経 済 成 長 」 を 求 め て 森 を 切 り 崩 し 、 川 や 海 を 汚 し 、

動 物 た ち の 居 場 所 を 奪 い 、 人 間 自 身 の 首 を も 絞 め 続 け る の か ？  そ れ と も イ

ン デ ィ オ の よ う に 大 自 然 の 一 部 と し て 暮 ら し や 命 を 循 環 さ せ 、 手 足 身 体 を 動 か し 、 自 然 や 精 霊 た ち を

敬 い 、 足 る を 知 る 暮 ら し を す る の か ？  ま た は 第 三 の 道 が あ る の か ？ こ の 機 会 に 自 分 自 身 も 子 ど も た

ち や 周 り の 方 々 と と も に 地 球 に お け る 立 ち 位 置 と 行 き 先 を 考 え て み た い と 思 っ て い ま す 。  

 先 日 、 三 重 の 中 学 生 か ら 「 こ の 仕 事 を す る 上 で 大 切 な こ と は ？ 」 と 訊 か れ 、 研 子 さ ん は 「 あ き ら め な

い こ と 」 と 即 答 さ れ ま し た 。 悲 観 的 に な る 方 が 簡 単 な く ら い の 昨 今 の 世 情 で す が 、 い の ち 豊 か な 明 る

い 未 来 を 思 い 描 き な が ら 「 今 」 で き る こ と を 積 み 重 ね て い き た い と 思 い ま す 。  

 初 め て 私 が ア マ ゾ ン の 熱 帯 林 を 知 っ た の が 、 今 か ら 約 1 3 年 前 。 そ の 当 時 ス

タ ッ フ だ っ た 子 と 街 の カ フ ェ で 偶 然 出 会 い 、ブ ラ ジ ル の 写 真 集 を 見 た の が 最 初 で

し た 。 イ ン デ ィ オ の 装 飾 や 佇 ま い が 強 烈 に 格 好 良 く 輝 い て い た の が 、 今 で も 鮮 明

に 覚 え て い ま す 。 2 0 0 7 年 、 ラ オ ー ニ が 来 日 す る 際 、 彼 ら の 滞 在 先 の ホ テ ル と 私

の 自 宅 が 近 い こ と も あ り 、 ご 飯 係 に 任 命 さ れ た の が R F J と 関 わ っ た 始 ま り で し た 。

こ こ 数 年 で 本 格 的 に 事 務 所 と 関 わ る こ と に な り ま し た が 、 深 く 関 わ る よ う に な っ た

こ と で 発 見 が 多 く 、 い つ も 隣 に い る 研 子 さ ん が 、 と ん で も な く 凄 い と こ ろ に 行 く ん だ

な ぁ と 改 め て 思 う 事 が 多 く な り ま し た 。 ア マ ゾ ン へ の 支 援 は 、 マ ン モ ス に 立 ち 向 か

う 1 匹 の ア リ の ご と く 、 と 研 子 さ ん は 例 え て 言 っ て い ま す が 、 こ の １ 匹 の ア リ の 持 久

力 と 精 神 力 の 強 さ と い っ た ら あ り ま せ ん 。 森 の 乱 開 発 に よ り 動 物 た ち の 行 き 場 が な く な り 、 イ ン デ ィ オ た

ち の 普 通 の 暮 ら し が 脅 か さ れ 、 心 が 痛 い 事 が 多 か っ た こ と で し ょ う 。 そ れ で も 諦 め る 事 な く 続 け て き た

の は 本 当 に 凄 い 事 で す し 、 多 く の 支 え が あ っ て ３ ０ 年 で １ 匹 が た く さ ん に な っ た 証 し で も あ り ま す 。  

 事 務 所 で 仕 事 を し な が ら 、 皆 さ ま か ら い た だ く ご 支 援 の 暖 か さ に い つ も 心 を 打 た れ て い ま す 。 熱 い

メ ッ セ ー ジ と 共 に 活 動 を 励 ま し て く だ さ る 方 、 R F J が 設 立 し て 間 も 無 く か ら ご 支 援 く だ さ っ て い る 方 、 い

つ か の 講 演 会 で 共 感 し て い た だ い た 方 、 近 況 を ご 報 告 く だ さ る 方 、 企 業 を 通 し て ご 支 援 く だ さ っ て い る

方 、 本 屋 さ ん や 図 書 館 で 書 籍 を 通 し て こ の 活 動 に 出 会 っ た 方 、 ま だ 会 っ た こ と も お 話 し た こ と も 無 い 多

く の 方 々 の 想 い を 、 仕 事 を 通 じ て 感 じ て お り ま す 。 本 当 に 心 か ら 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。 来 年 の 6 月  

3 0 周 年 を 迎 え た R F J と し て 楽 し い イ ベ ン ト に で き た ら と 思 っ て い ま す 。 今 後 と も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申

し 上 げ ま す 。  

『 ３０周年を迎えて 』                                  RFJスタッフ 建守 麻奈   

『 RFJ３０周年に寄せて 』                                              RFJスタッフ  岡田 直子 

 私 の R F J と の 出 会 い は 1 9 9 1 年 、 雑 誌 の 仕 事 で 事 務 所 ま で 取 材 に 伺 っ

た 時 で し た 。 「 来 年 初 め て ア マ ゾ ン 現 地 に 入 る 」 と 代 表 の 南 研 子 さ ん か ら

聞 い て 、 「 そ ん な す ご い 秘 境 に . . . ！ 」 と 驚 き 、 「 ブ ラ ジ ル っ て 何 語 で し た っ

け ？ 」 と 素 朴 な 質 問 を し た 記 憶 が あ り ま す 。 と こ ろ が 人 生 は わ か ら な い も の

で 、 ひ ょ ん な き っ か け で 9 2 年 か ら 2 年 間 、 サ ン パ ウ ロ の ス ラ ム で ボ ラ ン テ ィ

ア と し て 働 く こ と に な り 、 以 来 ず っ と ブ ラ ジ ル に 関 わ り 続 け て い ま す 。 取 材

後 す ぐ に 会 員 に な っ た の で R F J 会 員 歴 も ず い ぶ ん 長 く な り ま し た 。  

 ブ ラ ジ ル 生 活 で 覚 え た ポ ル ト ガ ル 語 を 活 か し て 、 R F J が 2 0 0 7 年 と 1 4 年

に ラ オ ー ニ 大 長 老 を 日 本 に 招 い た 際 に は 通 訳 の お 手 伝 い を さ せ て い た だ

き ま し た 。 1 4 年 か ら は 外 部 協 力 ス タ ッ フ と い う 立 場 で 現 地 支 援 事 業 の コ ー

デ ィ ネ ー タ に 、 翌 1 5 年 か ら は 南 代 表 に お 供 し て 年 に 1 度 の ア マ ゾ ン 現 地 視

察 に も 出 か け る よ う に な り ま し た 。 ま た 、 日 々 ブ ラ ジ ル 発 の ニ ュ ー ス を

チ ェ ッ ク し て R F J の F a c e b o o k ペ ー ジ で の 情 報 発 信 も 担 当 し て い ま す 。  

 0 7 年 に 日 本 で ラ オ ー ニ 大 長 老 に 初 め て 会 っ た 時 、 「 ラ オ ー ニ も 私 た ち と

同 じ 今 を 生 き る 同 時 代 人 な ん だ 」 と い う こ と を 強 く 思 い ま し た 。 そ し て ア マ ゾ

ン の 村 に 初 め て 身 を 置 い た 時 、 「 や っ ぱ り そ う だ 」 と 納 得 し ま し た 。 ジ ャ ン グ

ル の 真 ん 中 で 伝 統 文 化 を 保 持 し な が ら 生 き る 人 々 も 、 日 本 の 私 た ち も 、 こ の 同 じ 地 球 の 上 に 生 き る 誰

も が 、 外 の 社 会 と つ な が り 、 影 響 を 受 け 、 影 響 を 与 え 合 っ て 、 今 と い う 同 じ 時 代 を 生 き て い る ・ ・ ・ 。  

そ し て も う ひ と つ 納 得 し た の は 、 「 こ こ も 里 山 だ ！ 」 と い う こ と で し た 。  

 壊 さ な い 程 度 に 自 然 環 境 に 手 を 加 え る こ と で 居 場 所 と 恵 み を 得 て 生 き る 、 そ ん な 自 然 と 人 と が 響 き

あ う 暮 ら し の 場 所 を 「 里 山 」 と 名 付 け る な ら ば 、 ア マ ゾ ン の 先 住 民 族 の 村 も 同 じ だ ！ と 感 じ る の で す 。 私

は 0 5 年 に 東 京 か ら 南 房 総 の 山 村 に 移 住 し た の で す が 、 農 家 の お 年 寄 り た ち か ら 自 然 と 共 に 生 き る 知

恵 を た く さ ん 教 わ り ま し た 。 ア マ ゾ ン 先 住 民 の 人 た ち か ら も た く さ ん の こ と を 学 ば さ れ ま す 。 共 に 学 び あ

い な が ら 、 南 房 総 と ア マ ゾ ン 、 こ の ふ た つ の 里 山 で 地 球 の 未 来 の こ と を 考 え 、 行 動 し て い き た い で す 。  
 

 『 「アマゾンの里山」で自然と人とが響きあう生き方の知恵を学びながら 』 

                           ジャーナリスト/支援事業コーディネータ  下郷 さとみ  

２０１８年ＲＦＪ事業報告書 

2018年支援金計・・・・・・・・・・・・・・・10,899,555円 
 

１．熱帯林保全事業 
 支援対象地域周辺の加速度的な開発の影響で、雨季に従来の雨量が望めず熱帯林の乾燥化が深

刻な問題となっている。この状況を回避する一環として、現地住民であるインディオの若者（カ

ヤポ族、ジュルーナ族）が中心となり、「消防団」をブラジル人の専門家（マトグロッソ州消防

署勤務マリアーノ中佐）指導の下、結成し、熱帯林を守る目的とする消火防火事業である。2018

年8月、約40日間シングーインディオ国立公園のほぼ中央に位置する熱帯林監視場所であるピアラ

スに14集落から招聘された約50名の消防士が消火、防火の講習やトレーニングを習得し、講習後

は各集落へ戻りパトロール等の監視体制を組織し強化した。その結果、消防団が存在するこの地

域での火災は最小限に止められた。この事業に係る全ての資金援助を行った。 

 

２．経済自立支援事業 
 支援対象地域内では未だ貨幣制度が確立していないが、数年後はこの制度導入が必至である。

恵まれた自然環境は多種多様な植物群の宝庫であり、この恵みを頂き養蜂事業が始まった。4集落

約10名の養蜂士がブラジル人養蜂専門家ウェメルソンの指導の下、技術を習得。外部への市場と

流通の確保に必要な蜂蜜の商品認定証やクリアーするための諸条件のハードルは高く、まず蜂蜜

作業場の規定に合わせた建設が必要となった。既にマチプ族の集落では完成したが、カラパラ族

の集落において2018年9月に建設が終了し、2部族は外部出荷の準備に入った。2019年8月には実現

する予定である。経済自立を目的とした当事業は居住地域の環境を維持し、尚且つ高品質の蜂蜜

を外部に紹介する良い機会になると確信する。 

 

３．先住民伝統文化継承事業 
 カヤポ族リーダー、メガロンが伝統文化継承を目的とするモデルケースの集落建設の発案を数

年前から開始したが、様々な理由で未だ実現するには至っていない。インディオの文化、知恵を

次世代に伝授することは、インディオのアイデンティティーを持つ上で重要なことである。今回

も候補地を探すための燃料費や運搬費の支援をした。ブラジル社会において、従属することなく

共生をしていくには、インディオの工芸品等の販売を通し外部に理解を求めていくことも重要で

ある。 

 

４．医療支援事業 
 シングー地域の住民が緊急に対応しなければならない状況に陥った時の医薬品代、 

治療費等を支援した。 

 

５．現地視察諸経費 
 国際航空運賃、ホテル代、食費、ブラジル国内交通費等。現地調達支援物資購入、 

先住民集落滞在に必要な備品費。 

 

６．雑費 
 海外送金手数料、ビザ発行費、健康診断作成費、ブラジル連邦警察への特別ビザ 

作成費等。 

 

 

支援事業のひとつ「消防団」のメン

バーに日本の里山文化を紹介し

た。私が今住んでいる地域の夏祭り

で鳴らされる雨乞いの太鼓の写真

を見せながら雷神様の話を披露す

ると「ぼくたちにも雷の精霊がいる

よ」「文化が似てるね」と興味津々

の反応が返ってきた。       
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２０１４年ラオーニ来日  
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２０１５年 

ジャングルとシングー川  

   Photo by: Satomi Shimogo 

RFJ副理事長の森嶋彰さんが、国際社会で進むべき目標として、 

2015年に国連で採択されたSDGs（持続可能な開発目的）を完結に、 

別紙で書いて下さいました。 

目標17項目の内、9項目は当団体支援に該当しています。 


